
事業所名 社会福祉法人えんわ：グループホームURI

開催日時 令和8年1月29（木）14：30～15：40

開催場所　 グループホームURI

構成員 人数 備考

事業所職員 2 本部：鈴木、管理者：井角

入居者 1 K様

入居者家族 1 K様ご家族様

地域の関係者 1 民生委員

市町村担当職員 1 生活福祉課　障がい福祉係

議題 １．開会の挨拶

２．出席者紹介

３．会議の目的、役割説明

（1）施設の概要・沿革

（2）利用者、職員の状況

４．施設案内、サテライトも併せて

５．入居者さんの日常の様子

６．防災・感染対策

７．虐待防止・身体拘束適正化の取り組み

８．質疑応答・意見交換

９．閉会の挨拶

協議内容・ 1.2.3　略

意見等 ４．施設案内、サテライトも併せて

・３０分程度（URI：居室、トイレ、浴室、倉庫、備蓄品）（サテライト：車移動）

（※居室内見学は、当該入居者の了承を頂き実施）

・違う施設には掃除当番表があるが、URIではどういう順番で掃除をしているのか？

→みなさん各自の掃除分担場所があるので、当番表を作成していないと説明する。

５．入居者さんの日常の様子（日々の写真を使用、パワーポイントで説明）

→写真を用いることで、よりリアルに説明が伝わった様子だった。

６．防災・感染対策

→・避難訓練の様子を口頭で説明

・ここら辺の地域では水害があるかもしれないが、ここ何十年も金生川の氾濫はみられないとのこと。

・避難場所はふれあい交流センターになっているが、みなさん自分で歩いて行くことができる。

（以前、地震を想定した避難訓練をしたことがあったが、写真を撮り忘れていた為、今度から写真を残す）

・感染症の件に関してはURIでコロナが発症したケースを用いて説明。

・マニュアル作成したものを出席者の方に配布し説明する。

→入居者家族の方が医療従事者の為、マニュアルを確認していただき変更点はないかアドバイスをいただく。

勤め先で感染症が発生した場合の対応策のアドバイスもいただく。

（念入りな手指消毒や手すり等のアルコール消毒、時には予防薬を使用する場合もあるとのこと）

７．虐待防止・身体拘束適正化の取り組み（委員会の内容、マニュアルの内容説明）

→スピーチロックの資料をお配りして目を通していただく。

協議内容・ ８．質疑応答・意見交換

意見等 ・川之江商店街では、どんな催し物をしているのでしょうか？（地域の関係者さんに質問する）

→紙祭りや、昭和レトロフェスタ、ふれあい祭り、商店街のステージで地域の方が歌うミニコンサートをしたりすることもある。

土日には朝の８時から１０時ころまで商店街で朝市を現在も行っているが、

だんだん商店街のお店も閑散としてきているのため昔に比べると活気がなくなってきているが

新鮮なおさかなを販売しているそうです。

第2.4の土曜日は新鮮なおさかな販売、第1.3日曜日はおさかなと花を販売

今後も何か催し物がある際は声をかけていただきURIからも積極的に参加していきたいとお話する。

参加されたご家族さんからは、ものすごく表情もよく楽しそうに生活できているみたいで

安心しました。職員さんにもすごく慕っていて、なかなかこんな職員に慕うことは珍しいとはなされていた。

グループホームに移ってからは本当にのびのびと生活しているのでよかったと話された。

９．閉会の挨拶

令和7年度　地域連携推進会議　議事録

出席者


